
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高温障害で登熟期の高温が原因 

・田植え時期を遅らせる。 

・早生品種から晩生品種へ切り

替える。 

・水管理が容易なほ場は、夜間

にかけ流しを行い、水温を下

げる。 

・出穂 35~45 日前に土壌改良材

（けい酸加里）を 40 ㎏/10a

施用する。基肥散布時の方が、

散布効果が高い。   など 

 

当時、過去 113 年で最も高い平均気温となった

2010年夏との比較しても高温で推移しました。 

―ＴＡＣ information―  )) 

 

2020年産米 検査成績（11/16現在） 

1 等  3.4％（2019 年 12.2％） 

2 等 72.3％（2019 年 66.1％） 

3 等 24.6％（2019 年 21.6％）
（検査実績数量 24.7t） 

 2021 年肥料・農薬予約申込書の配布をさせていただいております。 

 本年、管内で甚大な被害をおよぼしたトビイロウンカや、ジャンボタニシ、そしてカメムシ類などの防除

対策もバッチリ掲載させていただいています。 

 特に注目していただきたいのは、トビイロウンカ対策として、新規有効成分「ピラキサルトTM」を配合

した水稲害虫・殺菌剤の箱施用剤「フルスロットル箱粒剤」です。 

 有効成分が長く残効し、坪枯れ症状を抑えるとともに、４成分の組み合わせにより、いもち病、紋枯病、

初期害虫、チョウ目など主要な水稲病害虫を総合的に防除できます！ 

 予約書でのご注文は、大変お買い求めやすくなっております。 

 2021 年産米は、「フルスロットル箱粒剤」でウンカ対策をお願いいたします！ 

  

今年の産米検査において、等級を下げる大きな要因となっ

たのが、白未熟粒や、充実度の低い未熟粒などの発生が多く

みられたためです。 

 特に、白未熟粒の発生においては、格付け理由の４８％

（2018 年度 １６％）と、夏の異常な高温の影響を受けた

結果となりました。 

出穂期以降の気象状況、土壌条件、

施肥状況、水管理、病害など原因は

さまざまである。 

収穫後、土壌改良材の施用による土

づくりで健全に稲が育つようにす

る。石灰窒素を 20kg/10a 施用。堆

肥(ＪＡ活緑など)を 1.5ｔ施用。腐植

酸入り土壌改良材(ｱﾂﾞﾐﾝ)を 40 ㎏

/10a 施用。土壌改良材（とれ太郎）

を 80~100 ㎏/10a 施用。基肥散布時

に土壌改良材(けい酸加里)を 40 ㎏

/10a 施用。 

 

高温登熟下における白未熟粒の発生軽減と登熟歩合を向上させる効果が

期待できる殺菌・植物調整剤「ﾌｼﾞﾜﾝ粒剤」4 ㎏/10a を散布する。(出穂

20 日～10 日前)※散布しやすい「ﾌｼﾞﾜﾝﾊﾟｯｸ」（75g 小包装パックを 15 個

/10a 散布）もあります。(※注意…効果を保証するものではありません。) 

ＪＡ京都中央 令和２年１１月１７日 No.５２３ 作成者 齊藤篤 

※産米検査格付け理由の 

「除青未熟」にあたります。 



 

 

 

 


